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我が家の上の子は、昨年大学生になりました。コロ

ナ禍で入学式もなく、オンライン授業が始まりました。

できないこと、残念なことはたくさんありました。お

めでとうと同じぐらい、可哀想だねって言われました。

でも、子供を見ていると逞しい。オンデマンドの講義

なら、好きな講義を隙間時間に受講できる！他大学の

講座もオンラインになり、気軽に手軽に受講できる！

新時代の大学生活を楽しめているようです。 

『貧しく暮らすすべも、豊かに暮らすすべも知って

います。満腹することにも、飢えることにも、有り余

ることにも、乏しいことにも、ありとあらゆる境遇に

対処する秘訣を心得ています。』ピリピ 4 章 12 節                                 

どんな時でも、どんな環境でも、自分で自分を楽しま

New Creation Church in Kyoto since 1997 

Miracles 
逞しく生きる！ 
 

伝道師 今井久美子 
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せることができる。置かれたところで、より楽しく、

より有意義に、より充実した時を過ごせる。クリスチ

ャンの逞しい生き方です。目の前の現実は、自分が望

んでいることばかりではない。時には、しんどく、辛

く、逃げ出したい事柄があるかもしれない。理不尽と

思える出来事に遭遇するでしょう。それはクリスチャ

ンであっても避けて通れません。そんな事柄に、どう

向き合っていきますか。同じ向き合うなら、愚痴や不

満、あるいは不安を言い続けるのではなく、意味を見

出し、希望を見出し、その中でも与えられている主の

恵みを覚え、逞しく向き合っていこう。 

『神を愛する者たち、つまり、ご計画に従って召さ

れた者のためには、万事が共に働いて益となるという

ことを、私たちは知っています。』ローマ８章2８節 

神様はあなたに起こる全てのことをあなたの益とし

て下さる。この神様を信頼して、充実した一週間を過

ごしていこう。  
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2021年５月３０日(日) 聖日礼拝 1１時００分  

主題『弱さの強さ』 

説教者：今井久美子 

 

 

聖書箇所  Ⅰコリント12章14～26節 

 

14 体は、一つの部分ではなく、多くの部分から成っています。 

15 足が、「わたしは手ではないから、体の一部ではない」と言ったところで、体

の一部でなくなるでしょうか。 

16 耳が、「わたしは目ではないから、体の一部ではない」と言ったところで、体

の一部でなくなるでしょうか。 

17 もし体全体が目だったら、どこで聞きますか。もし全体が耳だったら、どこで

においをかぎますか。 

 

 

18 そこで神は、御自分の望みのままに、体に一つ一つの部分を置かれたのです。 

19 すべてが一つの部分になってしまったら、どこに体というものがあるでしょう。 

20 だから、多くの部分があっても、一つの体なのです。 

21 目が手に向かって「お前は要らない」とは言えず、また、頭が足に向かって「お

前たちは要らない」とも言えません。 

 

《神様のお見立てと人の思惑》 

人はそれぞれ固有の働きをし、それぞれが固有の必要な存在である。また、神様は

御心のままに人を組み合わせ、遣わされる。 

それなのに、人間は勝手に自分や周りの人たちに優劣をつけ、自分はふさわしくな

い、あの人はふさわしくないと思ってしまう。 

 

 

 

 

 

 



Kyoto Central Chapel Weekly Report 

 

 

 

4 

22 それどころか、体の中でほかよりも弱く見える部分が、かえって必要なのです。 

23 わたしたちは、体の中でほかよりも恰好が悪いと思われる部分を覆って、もっ

と恰好よくしようとし、見苦しい部分をもっと見栄えよくしようとします。 

24 見栄えのよい部分には、そうする必要はありません。神は、見劣りのする部分

をいっそう引き立たせて、体を組み立てられました。 

 

《弱さの必要性》 

神様は、弱い部分は必要であると語られる。 

けれど、人間は、弱い部分を恥じ、否定してしまう。 

 

 

 

25 それで、体に分裂が起こらず、各部分が互いに配慮し合っています。 

26 一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、

すべての部分が共に喜ぶのです。 

 

《弱さは一致をもたらす》 

私たちは、弱さがあるからこそ一致することができると聖書は語る。 

そして、お互いに支え合い、助け合い、一致して歩んでいくと、共感が生まれる。 

その共感により、さらに部分は一つの体として一致していく。 
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（メッセージ・ポイント）  

① 神様はあなたを 

    その（   ）に、置かれた！ 

 

C f)ルカ伝10:3 

3 行きなさい。わたしはあなたがたを遣わす。 

それは、狼の群れに小羊を送り込むようなものだ。 

 

C f)ヨハネ伝20:21 

21 イエスは重ねて言われた。 

「あなたがたに平和があるように。 

父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす。」 

 

C f)使徒言行録22:21 

21 すると、主は言われました。 

『行け。わたしがあなたを遠く異邦人のために遣わすのだ。』」 
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② （     ）が、 

  一致、強さを生み出すことを知ろう！  
  

 

C f)Ⅱコリント12:9-10 

9 すると主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。 

力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ」と言われました。 

だから、キリストの力がわたしの内に宿るように、 

むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇りましょう。 

10 それゆえ、わたしは弱さ、侮辱、窮乏、迫害、 

そして行き詰まりの状態にあっても、キリストのために満足しています。 

なぜなら、わたしは弱いときにこそ強いからです。 

 

エフェソ4:16 

4:16 キリストにより、体全体は、あらゆる節々が 

補い合うことによってしっかり組み合わされ、結び合わされて、 

おのおのの部分は分に応じて働いて体を成長させ、 

自ら愛によって造り上げられてゆくのです。 
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     【ビルマ訪問記】    藤林 コト 
 

先週の続き (福音タイムス 1982年2月号より) 

 57年型のシボレーが私どものタクシー。見かけは古く、汚いが、よく走る

ものである。可愛らし いインド青年が運転手で、ラングーン滞在中のショーフ

ァーであった。タクシー代は一時間 20 チャット(ks)である。(六百円)紙幣と

いえば百チャットは私たちの財布から大部分はみ出る大き さである。町を走る

乗り物は、小型四輪の乗合バス。一度乗る機会があったが料金は相談の上。 ス

ピードと振動で身が引き締まる。古い大型バスも常に満員。エンジンさえ良け

ればどんどん走 る。塗装もバックミラー無しも問題外。ガソリンは自給出来て

いる。シュエダゴンパゴダを見学してみたが、パゴダは総金ばり、歩道は大理

石。これもみなビルマ産。種々の宝石類、チーク 材や藤も原産国。ものすごい

国であると再認識させられる。 低所得で、物質的欠乏はあろうが、人々の顔は

実に穏やかで、暖かさを感じる。生きることに追 われることなく、むしろ楽し

んでいる様子。緑の大木は心地よい日陰を提供し、心をゆったりさせてくれる。

路上で行き合う子供達はニコニコして写真を撮らせてくれた。ビルマは残され

た最後 の楽園となるのであろうかとある人からお聞きして、確かにそう言える

面が多分にあるように感 じさせられた。 

心の通いはことばから始めると思い、一生懸命覚えては使ってみる。チーデ

ュチェンマーレー= ありがとう。こちらがビルマ語を使ってみると何と相手は”

ありがとう”と言ってくれる。ノーセバ ディ=さようなら。こちらが「ノーセ

バディ」というと、相手は”さようなら”と言われる。日本か らの観光客も多

いが、ビルマが日本語学校で積極的に日本語を学んでいると言うことの結果で

あろう。”ジャパン・マラ”の言葉をよく耳にしました。私どもが日本人である

ことがわかったからでしょう。 

 

このビルマへの旅について記された藤林邦夫師の記事は、『ボーヤ師を日本 

にお招きできればとも考えている。お祈りいただきたい次第である。』と締 め

括られている。この時の祈りは、1983年5月に実現。また、2019年4月 18

日にはアバハウスに来会下さり、木曜祈祷会でメッセージを語って下さいまし

た。古き良き時代のミャンマーを思い、どうぞ、ミャンマーに平和が訪 れるよ

うに、お祈り下さい。  
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★今週の予定 

3日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 今井廣史兄 

 

★礼拝のご案内 

 日曜日   教会学校・New Creation Seminar 9：15−；30- アバハウス 

       聖日礼拝  11:00- アバハウス 

       手話礼拝  11:00- アバハウス (第三週目の聖日礼拝) 

       支援礼拝  13:30- アバハウス 

木曜祈祷会 19:30- アバハウス 

 

★ 6月の予定 

3日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 今井廣史兄 

6日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス  

 2021年度 第1回KCC信徒総会 12:30- アバハウス ※Zoom配信有 

 欠席される方は、委任状をご提出下さい。 

10日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 宋 志雄師 

13日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 

17日(木) BLD祈祷会 19：30− アバハウス 吉田義則師 

20日(日) 聖日礼拝 11：00− アバハウス 父の日祝福祈祷 加瀬宣雄師 

 

◆2021年5月27日のBLD祈祷会出席者数  ≪合計14名≫ 

◆2021年5月23日(日)の礼拝出席者数 ≪合計63名≫ 

  CS…5名 礼拝(ｱﾊﾞ)…6名 礼拝(Zoom)…43名 支援…9名 

 京都中央チャペル (αββα－HOUSE) 

〒604-0845 京都市中京区烏丸御池上る二条殿町540 

Tel: 075-229-3058 Fax: 075-229-3059 

  http://www.chuochapel.com 

    郵便振替 ０１０９０－３－５２９２２ 名義：京都中央チャペル 


